
「農業の未来をのぞいてみよう」報道関係者と現地調査

群馬県拠点

○ 施策分類
広報

○ きっかけ・背景
平成16年度からの関東農政局の取組「各都県における報道関係

者とのコミュニケーションの促進」を端緒に、毎年継続した現地

調査を実施（今回で20回目の開催）。

○ 取組の内容
「食料・農業・農村基本法」改正に係る検証部会の中間取りま

とめにあげられる、課題解決の施策のうち県内で既に事業者が取

組を行っている「付加価値の向上」と「先端技術の活用」の２点

に着目。将来の農業のために必要な「イノベーション」の現状と

課題を把握するため、実践的な事業者等を訪問し事業説明を受け

意見交換を行う現地調査を実施。

○ 効果・成果、今後の方向性
調査後、新聞報道２件、ネット記事８件の掲載を確認。県内の

先進的な取組を生の現場で見ることができる貴重な機会との評価

を得ており、今後も現地調査を通じて、報道関係者の農業への理

解、関心を深めていただくとともに、当拠点との関係強化、情報

発信の場に繋げていきたいと考えている。

体制図

関東農政局令和５年度

報道関係者との良好な関係の維持と、群馬県農業の現状や課題、政策等に係る理解増進を目的に、
報道関係者との現地調査を開催
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